○○年○○月○○日
静岡市長　○○○○　様
住 所　 静岡市○区○町○番地
受注者　名 称 　○○建設株式会社
氏 名 　代表取締役 ○○○○ 

静岡市建設工事請負契約約款第26条第６項に基づく請負代金額の変更について（請求）
○○年○○月○○日付けで契約締結した○○○○工事については、賃金等の変動により、静岡市建設工事請負契約約款第26条第６項の規定に基づき請負代金額の変更を請求します。
記

１．請負代金額　　￥
２．工　　　期　　　○○年○○月○○日から
　　　　　　　　　　○○年○○月○○日まで

３．希望基準日　　　○○年○○月○○日
（※基準日は請求日を基本とするが、これにより難い場合は、請求日から14日以内の範囲で定める。）

第○○号

○○年○○月○○日
受注者
○○建設株式会社

代表取締役　○○○○　様
静岡市長　○○○○　印

（○○局○○部○○課）
静岡市建設工事請負契約約款第26条第８項に基づく協議の開始の日について（通知）
○年○月○○日付け請求のあった標記について、静岡市建設工事請負契約約款第26条第８項の規定に基づき、下記のとおり通知します。
記

１．工　　　 事 　　　名　　○○○○工事
２．スライド額協議開始日　　○○年○○月○○日

（※スライド額協議開始日は、受注者の意見を聴いて、請求日から７日以内に通知する。）
（※精算変更とあわせて行う場合、「精算変更時に行う。」としてください。）
３．基　　　 準　　　 日　　○○年○○月○○日
出来形数量確認書
静岡市建設工事請負契約約款第26条第６項の規定に基づく請負代金額の変更の請求について、下記のとおり確認する。

記

１．工事名　　○○○○工事
２．工期　　○○年○○月○○日から
○○年○○月○○日まで

３．基準日　　○○年○○月○○日

４．出来形数量　　出来形数量内訳書のとおり

５．出来形数量確認者　　発注者　担当監督員　○○○○

　　　　　　　　　　　　受注者　現場代理人　○○○○
６．出来形数量確認年月日　　○○年○○月○○日
上記のとおり確認する。

○○年○○月○○日

発注者　静岡市長　○○○○
住 所　 静岡市○区○町○番地
受注者　名 称 　○○建設株式会社
氏 名 　代表取締役 ○○○○ 
出来形数量内訳書
工事名：　　　　　　　　　　工事

受注者：　　　　　　　　　　建設

	工種・種別・細別
	単位
	当初契約数量

又は直近の

契約数量(A)
	先行追加

指示数量(B)
	合計数量
(C)=(A)＋(B)
	出来形数量
	摘要

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


①工種・種別・細別、単位は本工事費内訳書の分類による。ただし、１式明示となる工種等については、明細表等の積算項目、単位の分類に基づくなど、具体的な数量を記載する。
②必要事項が記載されていれば、本様式によらなくてもよい。

協議書

１　工事名　　　　　年度　　第　　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事

２　協議の内容

	○○年○○月○○日付け請求のあった静岡市建設工事請負契約約款第26条第６項

	の規定に基づく請負代金額の変更について、同条第７項の規定に基づき次のよう

	に発注者と受注者が協議する。

	スライド変更金額　　（増）￥　　　　　　　　（税抜）

	受注者負担額　　　　　　　￥　　　　　　　　（税抜）

	基準日　　　　　　　○○年○○月○○日

	受注者は、「技能労働者の適正な賃金水準の確保について」（令和５年２月14日付

	国不入企第41号）の趣旨にのっとり、元請企業と下請企業の間で既に締結している

	請負契約の金額の見直しや、技能労働者への賃金水準の引き上げ等について適切に

	対応する。下請契約の変更が発生した場合は、関係書類を提出する。

	以下余白


　　　年　　月　　日

発注者　　静岡市長　氏　　　名　印
住　所

受注者　　名　称

氏　名　　　　　　　　㊞

協議書

１　工事名　　　　　年度　　第　　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事

２　協議の内容

	○○年○○月○○日付け請求のあった静岡市建設工事請負契約約款第26条第６項

	の規定に基づく請負代金額の変更について、同条第７項の規定に基づき次のように

	発注者と受注者が協議した。

	　スライド変更適否　　スライドの適用が認められない

	理　　　　　　由　　スライド額が対象工事費の１％を超えないため

	以下余白

	

	

	

	

	


　　　年　　月　　日

発注者　　静岡市長　氏　　　名　印
住　所

受注者　　名　称

氏　名　　　　　　　　㊞

ス　ラ　イ　ド　調　書
	工事名
	

	請負代金額
	　　　　　　　　　　　　　　円（消費税含まず）

	
	　　　　　　　　　　　　　　円（消費税含む）

	設計書金額
	　　　　　　　　　　　　　　円（消費税含まず）

	
	　　　　　　　　　　　　　　円（消費税含む）

	工期
	　自　　　　　　年　　月　　日

	
	　至　　　　　　年　　月　　日

	基準日
	　　　　　　　　年　　月　　日

	出来高額
	　　　　　　　　　　　　　　円（税抜き）

	残工事額（Ｐ１）
	　　　　　　　　　　　　　　円（税抜き）

	変更残工事額（Ｐ２）
	　　　　　　　　　　　　　　円（税抜き）

	受注者負担額（Ｐ１×1/100）
	　　　　　　　　　　　　　　円（税抜き）


○○○○工事に係る
賃金等の変動に基づく請負代金額計算書
	請負代金額（税抜）
	出来高額（税抜）
	Ｐ１（税抜）
	Ｐ２（税抜）

	
	
	
	


スライド額（Ｓ）＝（　　Ｐ２　　－　　Ｐ１　　）－　　Ｐ１　　×1/100

　　　　　　　　＝（　　　　　　－　　　　　　）－　　　　　　×1/100

　　　　　　　　＝　　　　　　　－　　　　　　

　　　　　　　　＝

（但し、Ｐ１＜Ｐ２）

　　Ｐ１　：　請負代金額から出来形部分に相応する請負代金額を控除した額
　　Ｐ２　：　変動後（基準日）の賃金等を基礎として算出したＰ１に相当する額
スライド額（消費税含む）＝　　　　　　　　　×　　消費税及び地方消費税率

　　　　　　　　　　　　　　＝

（様式１－１）





（様式２）





（様式３－１）





（様式３－２）【例】





スライド対象の場合


（様式４－１）





スライド対象外の場合


（様式４－２）








増額スライド用









